
　エルサレム賞の受賞スピー
チで人間を「卵」、そして組
織的権威、制度などを「シス
テム」と暗喩した作家の村上
春樹の言葉は今に嵌る。「個
性の詰まった壊れやすい卵は
人間、自分たちの前にあるシ
ステムで幾個の卵が壊れ踏み
つぶされたか、しかしながら
壁もまた自分たちの作り上げ
たもの、どちらを選ぶかとい
えば、私は卵のほうを選択し
生きる」と言う。
　争いの最中のイスラエルと
パレスチナでイスラエル側に
一石を投じた発言だった。
　今回の選挙で言えば、与党
の議員が与党を窘（たしな）
め、覚醒を迫る行動に本気で
出なかった、つまり卵は壁に
ぶつかる熱意に欠けていたこ
とになる。今回、卵たる国民
が「ダチョウの卵」と化し、
長期政権の壁を砕いたといわ
ねばならない。平成維新とも
いわれた政権交代劇、歴史は
繰り返した。

　明治維新の立役者、西郷隆
盛の言葉に「民を豊かにする
には、租税を薄くすること、
国が財用不足に悩む時、まず
上の費用を減じ、下を虐げざ
るが肝要」とある。民主党は、
まずそれをやろうという意気
込みが国民に伝わり、勝利の
決め手になったのではないだ
ろうか？
　税金の無駄遣いとされる
官僚の天下り、公務員の安
泰意識、公共事業等など、
財源不足に与党は説得力を
欠いていた。始めに政権与
党の自浄努力でしょうとい
うのが普通の考えで、一敗
地に塗れたのも其処かなと
いう感もする。
　雲から離れた「月」の勢
いの民主党、国民は夜明け
を待っている。途中の解散
がなければ、任期４年とい
う期限でマニフェストを果
たす責務は困難を極めるだ
ろうが、国民にした「季布
の一諾」だ。
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公約の重み
遠 藤 節 子（工房阿列布管理者）

千
草
群
像

【
今
月
の
言
葉
】
小
さ
な
手
を
合
わ
せ
、
お
墓
で
無
心
に
祈
る
帰
省
し
た
孫
、
暑
い
夏
が
終
わ
る
頃
、
衆
議

院
選
挙
が
始
ま
っ
た
。
三
〇
日
、
深
夜
に
は
民
主
党
が
圧
勝
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
翌
日
、
事
業
所
で
利

用
者
に
「
選
挙
に
い
っ
た
の
？
」
と
聞
い
て
み
た
ら
大
半
が
「
行
っ
て
き
ま
し
た
！
」
と
。
こ
の
方
々
も

一
票
を
持
っ
て
い
る
。
障
害
者
自
立
支
援
法
で
翻
弄
さ
れ
た
利
用
者
の
将
来
は
ま
た
再
び
翻
弄
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
今
後
、ど
の
よ
う
に
法
改
正
さ
れ
る
の
か
、見
守
り
た
い
。
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文
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紙
　
遠
藤
節
子
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【絶対の基本理念】　最終目標であるホスピス建設に向け、新た
な歩みを踏み出した私たちの絶対の基本理念として明文化し、
支援の拠りどころと致します。
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夏
野
菜
の
収
穫
も
一
段
落
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
保
護
者
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
あ
り
、
例
年
に
無
く
多
く
の
収
穫
を
得
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

給
食
や
お
り
い
ぶ
一
号
館
の
食
材
に
留
ま
ら

ず
、
朝
採
り
野
菜
と
し
て
直
接
販
売
し
、
そ
の

売
上
で
、
利
用
者
工
賃
を
増
や
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

農
芸
グ
ル
ー
プ
で
は
、
今
年
の
状
況
を
踏
ま

え
て
、
畑
の
活
用
に
向
け
て
新
し
い
野
菜
の
植

付
け
や
花
の
種
苗
の
植
付
け
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

八
月
十
二
日
、
お
盆
前
の
最
終
日
に
皆
勤
賞

と
夏
季
賞
与
を
支
給
し
ま
し
た
。

　

四
ヶ
月
間
無
欠
勤
の
皆
勤
賞
は
、
十
一
名
と

今
ま
で
に
な
く
多
く
の
利
用
者
さ
ん
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。（
事
業
所
と
し
て
大
変
嬉
し
い
こ
と

で
す
。）

　

ま
た
、
厳
し
い
経
済
状

態
の
中
で
売
上
も
横
ば
い

で
し
た
が
、
何
と
か
賞
与

の
支
給
も
出
来
る
こ
と
に

な
り
、
喜
ぶ
利
用
者
さ
ん

の
顔
を
見
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

色々なイベント

に参加します。

のイベントシーズンのイベントシーズン

　毎年恒例の平バプテスト教会のバザーに参加
します。アクセサリーやケーキ、パンなどを販
売する予定です。お気軽にお越しください。

　今年も秋祭りのシーズンがやってきま
した。阿列布では今年も地元にある子
育地蔵尊まつりに参加することになりま
した。
　お近くの方は是非、ご家族
お揃いでお出かけください。

平バプテスト教会バザー

子育地蔵尊まつり

■日時：平成21年10月31日㈯ 午前10時～

■日時：平成21年9月12日㈯ 午後６時～

到来

【会員募集】　おりーぶ後援会では、随時会員の募集を行っています。個人会員：1口 1,000円／月　法人会員：1口 5,000円／月　お問い合わせ おりーぶ後援会事務局 TEL:0246－36－3944 FAX:0246－36－3922

農
芸
グ
ル
ー
プ

大

就
労
支
援

忙
し

個別支援計画作成
　個別支援計画の見直し、下半期の
計画作成のための面談を、一ヶ月早
めて今月実施しました。利用者さん
やご家族の多くは、余暇支援の充実
を希望しており、阿列布では毎月の

社会体験活動
に加え、旅行
の企画の検討
を始めました。

おりーぶ後援会は、工房 阿列布を市民の立場から物心両面で支援するボランティア団体です。
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八
月
三
十
日
、
選
挙
が
終
わ
り
、
民
主
党
が

大
勝
、
政
権
が
交
代
し
ま
し
た
。

　

民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
見
る
と
、
障
が

い
者
福
祉
に
つ
い
て
、
小
さ
く「
障
害
者
自
立

支
援
法
」を
廃
止
し
て
、「
障
が
い
者
総
合
福
祉

法（
仮
称
）」を
制
定
す
る
と
書
い
て
あ
り
ま
し

た
。
必
要
な
予
算
は
四
百
億
円
程
度
。

　

利
用
者
負
担
の
見
直
し（
原
則
一
割
負
担
か

ら
障
が
い
者
な
ど
の
収
入
に
応
じ
た
負
担
と

す
る
。）や
事
業
所
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
報
酬

の
確
保（
自
立
支
援
法
の
施
行
に
よ
り
減
収
と

な
っ
た
分
を
補
填
し
、
自
立
支
援
法
施
行
前

の
収
入
を
保
障
。）な
ど
利
用
者
や
ご
家
族
、

福
祉
関
係
者
が
要
望
し
た
も
の
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
場
の
職
員
が
い
つ
も
疑
問
に
感
じ

て
い
る
障
害
程
度
区
分（
介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
を
基
に
作
ら
れ
た
基
準
。）や
認
定
の
在
り

方
そ
の
も
の
も
見
直
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　

今
後
、
民
主
党
政
権
が
進
め
る
障
が
い
者
福

祉
政
策
に
は
、
是
非
、
ご
家
族
の
悲
願
で
あ

る
、
障
が
い
者
の「
親
亡
き
後
の
施
設
」が
早
期

に
実
現
で
き
る
よ
う
期
待
し
た
い
で
す
。
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